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【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ３ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 6 年 7 月 1 9 日 ( 2 0 2 4 . 7 . 1 9 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 3 / 0 7 4 6 9 3
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 3 - 5 5 6 4 6 7 ( P 2 0 2 3 - 5 5 6 4 6 7 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｃ ２ ２ Ｃ 1 9 / 0 7 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｈ １ ０ Ｎ 5 0 / 0 0 ( 2 0 2 3 . 0 1 )
   Ｃ ２ ２ Ｃ 3 0 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
   Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 1 0 ( 2 0 0 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｃ ２ ２ Ｃ 1 9 / 0 7 　 　 　 Ｃ 　 　 　
　 Ｈ １ ０ Ｎ 5 0 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｃ 3 0 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ０ ４  　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ０ ６  　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ２ ５  　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ３ ０ Ｃ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ６ ０ Ｚ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ６ １ Ｚ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ８ ６ Ａ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ８ ５  　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ９ ２ Ａ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ９ ４ Ａ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ９ １ Ｂ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ９ １ Ｃ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ８ ５ Ｚ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 0 0 ６ ６ ０ Ｃ 　 　 　
　 Ｃ ２ ２ Ｆ 1 / 1 0 　 　 　 Ｅ 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 6 年 4 月 1 8 日 ( 2 0 2 4 . 4 . 1 8 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 鉄 と コ バ ル ト と を 主 成 分 と し て 含 む 合 金 か ら な る 磁 性 線 で あ っ て 、
　 α 相 と γ 相 の う ち 、 少 な く と も 前 記 α 相 を 含 む 組 織 を 有 し 、
　 前 記 組 織 は 、 結 晶 方 位 差 が １ ５ ° 以 上 の 高 角 粒 界 を 有 し 、
　 前 記 磁 性 線 の 断 面 に お け る 前 記 α 相 と 前 記 γ 相 と の 合 計 面 積 に 対 す る 前 記 α 相 の 面 積 の  
割 合 が ９ ０ ％ 以 上 で あ り 、
　 前 記 断 面 に お け る 前 記 α 相 の 平 均 結 晶 粒 径 が ２ ． ５ μ ｍ 以 下 で あ り 、
　 前 記 断 面 に お け る 前 記 組 織 中 の 結 晶 粒 界 の 全 長 に 対 す る 前 記 高 角 粒 界 の 長 さ の 割 合 が ６  
０ ％ 以 上 で あ る 、
　 磁 性 線 。
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【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 合 金 は 、 コ バ ル ト を ４ ０ 質 量 ％ 以 上 ７ ０ 質 量 ％ 以 下 、 バ ナ ジ ウ ム を ２ 質 量 ％ 以 上 １  
２ 質 量 ％ 以 下 含 み 、 残 部 が 鉄 お よ び 不 可 避 不 純 物 か ら な る 組 成 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載  
の 磁 性 線 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 合 金 は 、 コ バ ル ト を ４ ０ 質 量 ％ 以 上 ７ ０ 質 量 ％ 以 下 、 バ ナ ジ ウ ム を ２ 質 量 ％ 以 上 １  
２ 質 量 ％ 以 下 含 み 、 更 に 、 シ リ コ ン を ０ ． １ 質 量 ％ 以 上 １ ． ０ 質 量 ％ 以 下 、 チ タ ン を ０ ．  
０ ５ 質 量 ％ 以 上 ０ ． ５ 質 量 ％ 以 下 、 ア ル ミ ニ ウ ム を ０ ． ２ 質 量 ％ 以 上 １ ． ０ 質 量 ％ 以 下 、  
お よ び マ ン ガ ン を ０ ． ２ 質 量 ％ 以 上 １ ． ２ 質 量 ％ 以 下 か ら な る 群 よ り 選 択 さ れ る 少 な く と  
も １ つ を 含 み 、 残 部 が 鉄 お よ び 不 可 避 不 純 物 か ら な る 組 成 を 有 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 磁  
性 線 。
【 請 求 項 ４ 】
　 更 に 、 前 記 組 織 は Σ ３ 粒 界 を 有 し 、
　 前 記 結 晶 粒 界 の 全 長 に 対 す る 前 記 Σ ３ 粒 界 の 長 さ の 割 合 が ５ ％ 以 上 で あ る 、 請 求 項 １ に  
記 載 の 磁 性 線 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 断 面 に お け る 前 記 α 相 の Ｋ Ａ Ｍ 値 が ０ ． ４ ５ ° 以 上 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 磁 性  
線 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 磁 性 線 の 直 径 が ０ ． １ ｍ ｍ 以 上 １ ． ０ ｍ ｍ 以 下 で あ り 、
　 前 記 磁 性 線 の 長 さ が ２ ５ ｍ ｍ 以 下 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 磁 性 線 。
【 請 求 項 ７ 】
　 芯 材 と 、 前 記 芯 材 の 外 周 面 を 覆 う 被 覆 材 と を 備 え る 複 合 磁 性 線 で あ っ て 、
　 前 記 芯 材 は 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 磁 性 線 か ら な り 、
　 前 記 複 合 磁 性 線 の 直 径 に 対 す る 前 記 芯 材 の 直 径 の 割 合 が ４ ５ ％ 以 上 ９ ５ ％ 以 下 で あ る 、
　 複 合 磁 性 線 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 被 覆 材 の 融 点 が ８ ５ ０ ℃ 超 で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 複 合 磁 性 線 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 被 覆 材 の ビ ッ カ ー ス 硬 さ が ２ ０ ０ Ｈ Ｖ 以 上 で あ る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 複 合 磁 性 線 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 被 覆 材 の 外 周 面 に ひ ね り 痕 を 有 し 、
　 前 記 複 合 磁 性 線 の 軸 線 に 対 す る 前 記 ひ ね り 痕 の 角 度 が ４ ° 以 上 ６ ０ ° 以 下 で あ る 、 請 求  
項 ７ に 記 載 の 複 合 磁 性 線 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 鉄 と コ バ ル ト と を 主 成 分 と し て 含 む 合 金 か ら な る 素 材 を 引 き 抜 き 加 工 し て 伸 線 材 を 得 る  
工 程 と 、
　 前 記 伸 線 材 に 第 一 の 熱 処 理 を 施 し て 第 一 の 熱 処 理 材 を 得 る 工 程 と 、
　 前 記 第 一 の 熱 処 理 材 に ひ ね り 加 工 を 行 う 工 程 と を 備 え 、
　 前 記 第 一 の 熱 処 理 は 、 前 記 第 一 の 熱 処 理 材 の 合 金 の 組 織 が α 相 と γ 相 と を 含 み 、 前 記 第  
一 の 熱 処 理 材 の 断 面 に お け る 前 記 α 相 と 前 記 γ 相 と の 合 計 面 積 に 対 す る 前 記 α 相 の 面 積 の  
割 合 が ９ ０ ％ 以 上 と な る よ う な 条 件 で 行 う 、
　 磁 性 線 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ひ ね り 加 工 を 行 う 工 程 は 、 前 記 ひ ね り 加 工 が 施 さ れ た 第 一 の 熱 処 理 材 の 表 面 に お け  
る ひ ず み 量 が １ ． ０ 以 上 ４ ． ５ 以 下 と な る よ う な 条 件 で 行 う 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 磁 性 線  
の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 ひ ね り 加 工 を 行 う 工 程 の 後 、 前 記 ひ ね り 加 工 後 の 第 一 の 熱 処 理 材 に 第 二 の 熱 処 理 を  
行 う 工 程 、 ま た は 、 前 記 ひ ね り 加 工 を 行 う 工 程 と 同 時 に 、 前 記 ひ ね り 加 工 中 の 第 一 の 熱 処  
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理 材 に 第 二 の 熱 処 理 を 行 う 工 程 を 備 え 、
　 前 記 第 二 の 熱 処 理 は 、 前 記 ひ ね り 加 工 後 の 第 一 の 熱 処 理 材 、 ま た は 前 記 ひ ね り 加 工 中 の  
第 一 の 熱 処 理 材 を １ ５ ０ ℃ 以 上 ４ ０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 熱 処 理 す る 、 請 求 項 １ １ ま た は 請 求  
項 １ ２ に 記 載 の 磁 性 線 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 一 の 熱 処 理 は 、 前 記 伸 線 材 を ７ ５ ０ ℃ 超 ８ ５ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 熱 処 理 す る 、 請 求  
項 １ １ ま た は 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 磁 性 線 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 伸 線 材 を 得 る 工 程 は 、 前 記 素 材 を １ ０ ％ 以 上 の 加 工 度 で 引 き 抜 き 加 工 す る 工 程 を 含  
む 、 請 求 項 １ １ ま た は 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 磁 性 線 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 鉄 と コ バ ル ト と を 主 成 分 と し て 含 む 合 金 か ら な る 芯 材 の 外 周 面 に 被 覆 材 を 被 覆 す る こ と  
に よ っ て 被 覆 線 材 を 得 る 工 程 と 、
　 前 記 被 覆 線 材 を 引 き 抜 き 加 工 し て 伸 線 材 を 得 る 工 程 と 、
　 前 記 伸 線 材 に 第 一 の 熱 処 理 を 施 し て 第 一 の 熱 処 理 材 を 得 る 工 程 と 、
　 前 記 第 一 の 熱 処 理 材 に ひ ね り 加 工 を 行 う 工 程 と を 備 え 、
　 前 記 第 一 の 熱 処 理 は 、 前 記 第 一 の 熱 処 理 材 に お け る 芯 材 の 合 金 の 組 織 が α 相 と γ 相 と を  
含 み 、 前 記 芯 材 の 断 面 に お け る 前 記 α 相 と 前 記 γ 相 と の 合 計 面 積 に 対 す る 前 記 α 相 の 面 積  
の 割 合 が ９ ０ ％ 以 上 と な る よ う な 条 件 で 行 う 、
　 複 合 磁 性 線 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ひ ね り 加 工 を 行 う 工 程 は 、 前 記 ひ ね り 加 工 が 施 さ れ た 第 一 の 熱 処 理 材 の 表 面 に お け  
る ひ ず み 量 が ０ ． ８ 以 上 ３ ． ０ 以 下 と な る よ う な 条 件 で 行 う 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 複 合 磁  
性 線 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 ひ ね り 加 工 を 行 う 工 程 の 後 、 前 記 ひ ね り 加 工 後 の 第 一 の 熱 処 理 材 に 第 二 の 熱 処 理 を  
行 う 工 程 、 ま た は 、 前 記 ひ ね り 加 工 を 行 う 工 程 と 同 時 に 、 前 記 ひ ね り 加 工 中 の 第 一 の 熱 処  
理 材 に 第 二 の 熱 処 理 を 行 う 工 程 を 備 え 、
　 前 記 第 二 の 熱 処 理 は 、 前 記 ひ ね り 加 工 後 の 第 一 の 熱 処 理 材 、 ま た は 前 記 ひ ね り 加 工 中 の  
第 一 の 熱 処 理 材 を １ ５ ０ ℃ 以 上 ４ ０ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 熱 処 理 す る 、 請 求 項 １ ６ ま た は 請 求  
項 １ ７ に 記 載 の 複 合 磁 性 線 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 一 の 熱 処 理 は 、 前 記 伸 線 材 を ７ ５ ０ ℃ 超 ８ ５ ０ ℃ 以 下 の 温 度 で 熱 処 理 す る 、 請 求  
項 １ ６ ま た は 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 複 合 磁 性 線 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 伸 線 材 を 得 る 工 程 は 、 前 記 被 覆 線 材 の 前 記 芯 材 を １ ０ ％ 以 上 の 加 工 度 で 引 き 抜 き 加  
工 す る 工 程 を 含 む 、 請 求 項 １ ６ ま た は 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 複 合 磁 性 線 の 製 造 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ［ 本 開 示 の 実 施 形 態 の 説 明 ］
　 一 般 に 、 磁 性 線 は 、 磁 性 線 の 長 さ に 沿 っ た 一 軸 異 方 性 が 高 く 、 か つ 磁 壁 の エ ネ ル ギ ー が  
高 い ほ ど 、 磁 性 線 の 長 さ に 沿 っ て 磁 化 さ れ 易 く 、 単 磁 区 構 造 を と り 易 く な る 。 そ の 結 果 、  
大 バ ル ク ハ ウ ゼ ン 現 象 が 発 生 し 易 い 。 つ ま り 、 磁 性 線 の 一 軸 異 方 性 が 高 く 、 か つ 磁 壁 の エ  
ネ ル ギ ー が 高 い ほ ど 、 磁 性 線 の 出 力 特 性 が 向 上 す る 。 磁 性 線 の 一 軸 異 方 性 を 高 め る と 共 に  
、 磁 壁 の エ ネ ル ギ ー を 高 め る た め に 、 磁 性 線 に は ひ ね り 加 工 が 施 さ れ る 。 ひ ね り 加 工 が 施  
さ れ た 磁 性 線 は 、 磁 性 線 の 内 部 に 磁 性 線 の 長 さ に 沿 っ た 引 張 の 残 留 応 力 が 発 生 す る 。 そ の  
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結 果 、 磁 性 線 の 一 軸 異 方 性 が 高 く な る と 同 時 に 磁 壁 の エ ネ ル ギ ー が 大 き く な る 。 ま た 、 磁
性 線 の 長 さ が 短 い ほ ど 、 出 力 の ば ら つ き が 大 き く な り 易 い 。 こ れ は 、 磁 性 線 に 生 じ る 反 磁  
界 の 影 響 が 大 き く な り 、 単 磁 区 構 造 を と り 難 く な る こ と が 原 因 と 考 え ら れ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 （ １ １ ） 本 開 示 の 実 施 態 様 に 係 る 磁 性 線 の 製 造 方 法 は 、
　 鉄 と コ バ ル ト と を 主 成 分 と し て 含 む 合 金 か ら な る 素 材 を 引 き 抜 き 加 工 し て 伸 線 材 を 得 る  
工 程 と 、
　 前 記 伸 線 材 に 第 一 の 熱 処 理 を 施 し て 第 一 の 熱 処 理 材 を 得 る 工 程 と 、
　 前 記 第 一 の 熱 処 理 材 に ひ ね り 加 工 を 行 う 工 程 と を 備 え 、
　 前 記 第 一 の 熱 処 理 は 、 前 記 第 一 の 熱 処 理 材 の 合 金 の 組 織 が α 相 と γ 相 と を 含 み 、 前 記 第  
一 の 熱 処 理 材 の 断 面 に お け る 前 記 α 相 と 前 記 γ 相 と の 合 計 面 積 に 対 す る 前 記 α 相 の 面 積 の  
割 合 が ９ ０ ％ 以 上 と な る よ う な 条 件 で 行 う 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ２ ７ 】
　 （ 第 四 工 程 ）
　 第 四 工 程 で は 、 第 一 の 熱 処 理 材 に ひ ね り 加 工 を 行 う 。 第 四 工 程 は 、 上 述 し た 磁 性 線 の 製  
造 方 法 に お け る 第 三 工 程 と 同 様 で あ る 。 但 し 、 複 合 磁 性 線 の 製 造 方 法 に お け る ひ ね り 加 工  
に よ る ひ ず み 量 は 、 上 述 し た 磁 性 線 の 製 造 方 法 に お け る に ひ ね り 加 工 よ る ひ ず み 量 と 異 な  
る 。 複 合 磁 性 線 の 製 造 方 法 で は 、 ひ ね り 加 工 は 、 ひ ね り 加 工 が 施 さ れ た 第 一 の 熱 処 理 材 の  
表 面 に お け る ひ ず み 量 が ０ ． ８ 以 上 ３ ． ０ 以 下 と な る よ う な 条 件 で 行 っ て も よ い 。 上 記 ひ  
ず み 量 が ０ ． ８ 以 上 ３ ． ０ 以 下 と な る よ う に ひ ね り 加 工 を 行 う こ と で 、 出 力 特 性 が 高 い 複  
合 磁 性 線 を 安 定 し て 製 造 で き る 。 上 記 ひ ず み 量 は １ ． ０ 以 上 ２ ． ０ 以 下 で も よ い 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ６ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ６ ４ 】
（ ７ ） 更 に 、 Ｎ ｏ ． １ ０ ５ お よ び Ｎ ｏ ． １ ０ ６ の 結 果 か ら 、 第 一 の 熱 処 理 の 温 度 が 高 す ぎ  
る と 、 α 相 の 平 均 結 晶 粒 径 が 大 き く な る こ と か ら 、 特 定 の 組 織 が 得 ら れ な い 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ １ 】
　 各 試 料 の 磁 性 線 の 組 成 を 、 Ｉ Ｃ Ｐ 発 光 分 光 分 析 法 を 用 い て 調 べ た 。 磁 性 線 の 組 成 は 、 素  
材 の 組 成 と 実 質 的 に 同 じ で あ り 、 表 ３ に 示 す と お り で あ る 。
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